


ジュはめ込み L → X を誘導し，さらにその自己交叉が 1 点であるものを選ぶことができる．

Polterovich のラグランジュ手術により，自己交叉は S1 × S2 の連結和の埋め込みとして解消する

ことができ，一段階目のホモトピー類をうまく選んでおくことにより求めるホモトピー類を実現す

ることができる．一段階目の証明の中で Eliashberg-Murphy [3] によるラグランジュ自己交叉の

解消理論が 6 次元コンパクトシンプレクティック多様体に対して有効であること，つまり次の二つ

の定理を示して用いる．

定理 2 (X,ω) を 6 次元単連結シンプレクティック多様体，L を 3 次元連結閉多様体とする．ラ

グランジュはめ込み f0 : L → X はハミルトン正則ホモトピーによって次を満たす自己横断的ラグ

ランジュはめ込み f1 に変形できる．

SI(f1) =

{
1， I(f0) = 1，

2， I(f0) = 0．

ここに，SI(f1) は f1 の自己交点数，I(f0) は f0 の代数的自己交点数を表す．

定理 3 (X,ω) を 6 次元単連結シンプレクティック多様体，L を 3 次元連結閉多様体とする．錐

特異点を持つラグランジュはめ込み f0 : L → X であって代数的自己交点数が 0 かつ錐特異点にお

けるルジャンドル絡み目がルースであるものは，ハミルトン正則ホモトピーによって錐特異点をも

つラグランジュ埋め込みに変形できる．

定理 2 と 3 の証明の鍵となる補題は次のものである．

補題 4 n を 3 以上の整数とし，アニュラス A = [0, 1] × Sn−1 を考える．T ∗A のカノニカ

ルなリュウビル形式を λ と書く．10 以上の整数 N に対し，次を満たすラグランジュはめ込み

∆: A → T ∗A が存在する．

1. ∆ の像は零切断の 12
N -近傍に含まれる．

2. ∆ は ∂A の近傍で零切断に一致する．

3. ∆ と零切断の間のラグランジュ正則ホモトピーであって，∂A を固定し，零切断の 12
N -近傍

に像を持つものが存在する．

4. {0} × Sn−1 と {1} × Sn−1 を繋ぐ任意の道に対し，その ∆ の像に沿った λ の積分値は 1．

5. ∆ の各自己交点における action は 2
N 未満．

6. ∆ の自己交点数は 4N2．

Eliashberg-Murphy [3] によるラグランジュ自己交叉の解消理論は，ホイットニー円板がシンプ

レクティック面積 0 を持つような自己交叉の組に対して用いることができる．彼らは与えられた

ラグランジュはめ込みに対し，その自己交叉を作用が小さい多数の自己交叉に置換することで，こ

のような自己交叉の組を作った．自己交叉の組を作る際に交わりを持たないようなダルブー座標を

用意する必要があるため，上記の操作における自己交叉の増大度がシンプレクティック多様体のコ

ンパクト性に影響する．補題 4 を用いて増大度をおさえることにより，6 次元コンパクトシンプレ

クティック多様体に対しても彼らの議論が有効であることを示すことができる．
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